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●●●●    厳厳厳厳しさがしさがしさがしさが一層一層一層一層つよまるつよまるつよまるつよまる 

 第３１回景況調査（四～六月期）がまとまりました。小泉内閣成立後、政治に対して

は高い支持が続いているようですが、経済に対する見方は前回以上に厳しいものになっ

ています。全体として、個々の中小企業ではすでにやるべきことはひと通りやり、精一

杯の努力を追及していながら、景気はますます悪化していることへのいらだちが感じら

れます。「聖域なき構造改革」についても、一方で景気回復につながる期待感と、現在

以上に厳しい状況を強いられることへの不安感が、共存している状況が示されていまし

た。（調査対象 273、回答 175、有効回答率 64・1％、回答企業平均従業員数 41・5 人、

回答企業平均資本金額 3,626 万円） 

●●●●見見見見えないえないえないえない景気回復景気回復景気回復景気回復のきざしのきざしのきざしのきざし 

 特別項目で調査している今後の景気見通については、前回に続いて悪化しています。業

界見通しもいぜんとして好転がほとんどなく、悪化が増加しています。景気回復のきざし

もほとんど出ていないが８６％であり、なかなか見えていないという状況です。 

 銀行の対応の変化については、変化なしが７１％、悪化が１７％で前回とほぼ同じ数字

になっています。銀行については、建設・不動産で２５％が悪化と回答しています。また、

ケースが少ないのではっきりしたことはわかりませんが、ＯＡ関連でも７社中４社で悪化

としているのが目立っていました。 

 

●●●●売上売上売上売上・・・・利益利益利益利益・・・・受注受注受注受注ＤＩＤＩＤＩＤＩのののの変化変化変化変化 

 前回の調査では、一～三月期に比べ四～六月期の予測は、売上と利益はＤＩがプラスに

なっていましたが、実績ではマイナスになりました。今後の予想についても、七～九月期、

2001 年度下期のいずれも売上、利益、受注で減少が増加を大きく上回っています。景気の

見通しという点では、前回以上に厳しい見方が強まっています。こうした変化は、九七年

から九八年にかけての景気悪化の時期と似ています。 

 企業の採算状況は、黒字が赤字を上回っていますが、その差は縮小傾向にあります。ま

た、資金繰りについては、ＤＩが前回を大きく上回り（マイナス２・２→マイナス１０・

３）、これも９７～９８年のころの数字に近づいています。 

 業種別のＤＩでは、製造が二極化、建設・不動産のマイナス増に対し、流通・商業では

特に売上のプラスが目立っていました。流通・商業では営業力強化・拡大、新規販路・新

規分野の開拓が効果を生んだ企業が多かったようです。 

 

    

 

 



●●●●売上売上売上売上・・・・利益増加要因利益増加要因利益増加要因利益増加要因 

 四～六月期に売上・利益を伸ばしている企業の要因は、前回と比べ大きくは変化してい

ませんが、売上で営業力強化・拡大（４６％→６２％）、新商品・サービスの開拓（１４％

→３１％）が増加し、新規販路・新分野の開拓（５９％→４９％）が減少、利益でも営業

力強化・拡大が倍増（２７％→５０％）しているのが目立っていました。利益は、他に新

規販路・新規分野の開拓（３８％）、コストダウン・生産性アップ（３３％）、経費削減

の強化（２９％）が上位を占めています。経営の効率化が、利益にとって重要になってい

るようです。 

 

●●●●景気対策景気対策景気対策景気対策へのへのへのへの対応対応対応対応 

 調査では、景気対策への自由記述をお願いしています。今回、特徴的なのは第一に、回

答者の４分の３の方が記入しており、記述が多かったことです。景気対策への問題意識が

非常に高いことを示しています。 

 第二に、内容については、自社のレベルアップを図ることの必要性を強調しているもの

が多くなっています。多くを紹介することはできないのですが、例えば「トップダウンで

ベテラン、中堅、新人一体となってそれぞれの向上テーマのレベルアップをはかる（同行

営業、同行開発の徹底実施で社内教育、ＩＴ利用営業の拡大）」（食品）、「自社でなけ

ればできない商品の企画と異業種との連携」（建築一般）など、具体的な対応を検討して

いる、あるいは検討しようとしている企業が見られます。環境の厳しさに甘んじることな

く、積極的に対応しようと頑張っています。 

 第三に、政策については、構造改革を支持する意見と、景気対策、中小企業対策を重視

すべきという意見とが混在しています。 

 長引く不況の中で、中小企業は不況の時代でも対応できる力強い企業作りを目指してい

ます。経営環境については、ますます厳しい状況が予想されますが、それに負けない企業

作りとともに、経営環境改善のための対応が求められています。 







 


